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in vitroで 人工消化試験 をしませんか？
飼料及び飼料添加物の成分規格等に関する省令の一部を改正する省令にあるように、飼

料の栄養価を評価するには、動物を用いた消化試験は欠かせません。しかし、動物福祉が注

目されている現在、たびたび動物を用いて試験をすることは、

難しくなっています。

そこで、動物での消化試験をする前に、in vitroで

人工消化試験を行って、消化率を見てみませんか？

人工消化試験は、消化酵素で飼料を培養して、成分の消失量から見かけの消化率を推定

する方法です。たんぱく質分解酵素のぺプシンを用いた分解試験は、飼料分析基準にも掲載さ

れており、たん白質飼料等のペプシン消化率として広く用いられています。

この他にも、学会発表や学術論文では、様々な消化酵素を用いた人工消化試験が行われ

ており、動物の消化を模して複数の消化酵素を組み合わせた消化率の推定が行われています。

科学飼料研究センターでは、消化酵素を用いた 「乾物（DM）消化率」、「粗たん白質

（CP）消化率」、「可消化エネルギー（DE）」 等の人工消化試験を受託しています。

お気軽にご相談ください。
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